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研 究 の 目 的　 近 年 地 球 環 境 問 題 の 一 環 と し て． ご み 問 題 が 重 視 さ れ 多 く の 試 み や 成 果 が 発

表 さ れ て い る． 筆 者 ら も 家 庭 か ら 排 出 さ れ る ご み に 焦 点 を 絞 り 、 住 生 活 的 見 地 か ら こ の 間

題 解 消 方 法 へ の 視 点 の 追 究 を 試 み て い る ． 本 研 究 は． 特 に こ れ ら の ご み の う ち 食 生 活 に 関

連 す る ご み の 内 容 や 量 を 規 定 す る 要 因 を 、 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し て い る ．

研 究 の 方 法　 東 京 及 び 東 京 近 郊 の 集 合 住 宅 に 居 住 す る． 子 供 を 有 す る 家 族 世 帯10 世 帯 に ３

日 間 （ 平 日 ２ 日． 休 日 １ 日 ） の ご み の.内 容 （ 粗 大 ご み、 新 聞 雑 誌 な ど の リ サ イ ク ル 品 は 除

く ） を す べ て． 朝 ・ 昼 ・ 夕 食 別 及 び 間 食 等 の 食 生 活 と そ の 他 日 常 生 活 と に 分 け 記 入． さ ら

に そ の 重 量 と 容 量 を 計 測 し 記 述 す る 事 例 的 調 査 を 行 っ た． 調 査 期 間 は,     1991 年 ２月 で あ る．

研 究 の 結 果　 ● ご み の 内 容_と そ の_総_S　 記 入 さ れ た ご み の 内 容 は 多 種 多 様 で あ る （ 表 省 略）

． し か も10 世 帯 か ら ３ 日 間 に 排 出 さ れ た ご み の 総 量 は． 重 量 に し て35,400g  , 容 量 と し て

は3  5 4 . 6 IKで あ り、 そ の う ち 食 生 活 に 関 す る ご み の 総 量 は,     78.3%     （ 重 量 ）57.5 ％ （ 容 量 ）

を 占 め、 中 で も 生 ご み の 占 め る 割 合 は か な り 高 く な っ て い る． な お 生 ご み の う ち 非 調 理 時

の 生 ご み が 約25 ％ を 占 め て お り、 食 べ ず に 拾 て ら れ る 食 品 が 多 い こ と を 示 し て い る． さ ら

こ!l,      B ≪ 8!1 Iこ 　

る 要 因　 少 数 事 例 の 結 果 （ 家 族 成 長 前 期 長 子12 才 以 下 ９ 例． 家 族 成 長 後 期 長 子13 ～19 才 １

例． 夫 婦 年 齢35 ～40 才 ） で あ る が、 嗜 好 の 違 い． 調 理 方 法． 家 族 構 成． 家 族 生 活 の 仕 方．

ご み 収 集 状 況 な ど が ご み の 内 容 を、 ま た 食 生 活 の 形 熊 （ ラ イ フ ス テ ー ジ や 世 帯 主 の 食 事 状

況 ） や 生 活 態 度 （ も っ た い な い 意 識 ） な ど が ご み の 量 を 規 定 す る 要 因 と し て あ げ ら れ る ．

E　10 生ごみの臭気特性について

奈良女大家政　 ○光田恵　磯田憲生　 梁瀬度子　久保博子

（ 目的》住居内の不快なにおいとして、生ごみ臭やトイレ臭が多くあげられる。生ごみ臭

は、材料や管理状態によって臭気の強度や発生量が異なると考えられるが、それに関する

データは少ない。そこで、家庭から廃棄された、生ごみの臭気の発生量と基本的な感覚特

性を把握することを目的として測定を行った。

〈方法〉試料については、家庭から廃棄された直後の生ごみを材料別( 野菜類、果物類、

魚類、お茶、残飯、卵の殼など）に収集し、各々の重量を測定した。次に、各材料を半分

に分け、半分は材料別に、残りは全部まとめて密閉容器の中へ入れた。その容器を16～17

℃の部屋へ４日間放置し、容器の中から出てくる臭気の経時変化を廃棄直後、１日後、２

日後、３日後と測定した。測定項目は、官能検査による臭気濃度（三点比較式臭袋法によ

る）および臭気の質に対する評価（15 個の形容詞、生理的精神的影響と身体部位の不快感

10項目について）で、さらに「 においセンサー」による測定も行った。

（ 結果）臭気濃度については、魚、かに、えび、卵といった動物性食品からの生ごみの臭

気濃度は、時間経過とともに上昇する傾向が示され、これらの材料では、臭気濃度とにお

いセンサー直との対応がみられた。野菜については、野菜の種類にかなり左右され、残飯

として出たごはんは、廃棄直後、１日後の方が臭気濃度が高くなった。このように、動物

性食品と植物性食品とでは、臭気の発生特性において差があることが認められた。質の評

価では、不快性について、特に材料の全体で日数経過とともに高くなる傾向があった。

今後は、臭気発生量と温度との関係、材料の含水量との関係などを検討していきたい。
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